
 

人ができること と 人ができないこと 

 

能登半島地震でスタートした令和６年。地震による子供たちのけがや事故等がなく、ほっと胸をなでおろ

して３学期がスタートしました。 

始業式に話した内容の一部を掲載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初めて大きな地震を経験した子供がたくさんいます。また、津波警報により高台に避難した家庭もあり

ます。特に地震については、いつ起こるか分かりません。日頃から災害に対する意識をもっていること、そ

して、命を守るために冷静に行動することの大切さを改めて感じました。 

 

学校では、毎学期に避難訓練を実施しています。人ができることの一つとして、訓練を通して自分の命

を守るための行動をとることができるようにするためです。 

１月１６日（火）に、以下の想定で避難訓練を実施しました。 

 

【想定】・２０分休みに、震度５強の強い地震が発生 

・地震に伴い、給食室で火災発生 

・地震の影響で放送機器が使用できない 

 

平常の地震を想定した避難訓練では、地震によって起こる

大きな音も放送で流していました。しかし、今回の避難訓練では、児童に地震への不安を拡大させないよ

うに、音声の放送は行いませんでした。放送による避難誘導ができないため、ハンドマイクを持ちながら、

避難待機や避難指示を出しました。 

いつ起こるか分からない地震等の災害に対して、その時の状況によって命を守るために判断すること

や、落ち着いて行動することの大切さを繰り返し指導していきます。 

 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

３学期は、学年の最後の大事な学期です。そして、次の学年に進む準備をする学期でもあります。充実し

た３学期となるよう、職員一同子供たちと共に歩みを続けます。 

令和６年も、皆様方からのご支援とご協力をお願いいたします。 

 
・ 

雲が希望を呼んでいる  
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１日の地震にはとてもびっくりしました。皆さんも驚いたことでしょう。人ができることと人

ができないことがあるという話をします。 
今回のような地震や台風などの大雨、昨年の夏の暑さなど自然に起こることで人がそれを防ぐ

ことはほとんどできません。しかし、自然災害が起こる前や起こってからは、人ができることは

たくさんあります。災害が起こる前には、学校で避難訓練をしているように、そうなったことを

考えて準備をすることができます。災害が起こってしまった後には、互いに助け合うことができ

ます。この体育館は１日２日と避難所になり、多くの人が助け合いました。大きな地震の後には、

余震と言って、また地震が起こることが多いです。皆さんが学校にいる時は周りにいる先生方が、

皆さんを守ります。ただ、学校の行き帰りや一人で家にいる時などは、自分で守らなければなり

ません。（略）



大谷翔平選手からの 

プレゼント 

 

　ニュース等でご存じのとおり、ロサンジ

ェルス・ドジャーズの大谷翔平選手から３

つのグローブ（右利き用の大・小、左利き

用）のプレゼントが大手町小学校にも届

きました。 

子供たちに紹介すると、子供たちから

は歓声の声！　子供たちはとても楽しみ

にしていたことがよく伝わってきました。 

グローブはとても軽くて柔らかく、子供にとって扱いやすいグローブです。今は冬季のため、すぐにグラ

ウンドで使用することはかないませんが、多くの子供たちの手に取られることでしょう。 

 

大谷選手のメッセージを一部紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感染症対策にご協力を 

 

　３年生において新型コロナウイルス感染症拡大が確認されたため、１８日（木）～２１日（日）の期間を学年

閉鎖としました。３年生の保護者の皆様からは、ご協力をいただきました。ありがとうございました。 

　今後も、新型コロナウイルス感染症やインフルエンザ等の感染症対策に努めていきます。引き続き、お子

さんの健康管理に十分気を付けていただきますよう、お願いいたします。 

　 

　 

地震による校舎の被害 

 

　１日の地震やその後の余震で、校舎に被害が出ています。３ｃｍぐらいの隙間が生じたり、３ｃｍぐらい沈

下したりと、見ただけでも分かる被害が見られます。いずれも、校舎そのものの構造には、問題はないとの

ことでしたが、その様子を見ているとき、気持ちが不安定になります。 

　今回の地震も含め、子供たちのサインを見逃さず、子供たちの不安が少しでも解消するように努めてい

きます。子供たちの様子でお気付きの点がありましたら、学校にお知らせください。 

ロサンジェルス・ドジャーズのメジャーリーガー、大谷翔平です。（略） 
この３つの野球グローブは学校への寄付となります。それ以上に私はこのグローブが、私たち

の次の世代に夢を与え、勇気づけるためのシンボルとなることを望んでいます。（略） 
この機会に、グローブの寄贈をさせていただけることに感謝いたします。貴校の益々のご発展

をお祈り申し上げます。 
 
野球しようぜ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

大谷翔平 


